
癒やし

水
辺
で
ほ
っ
と
ひ
と
息

〝
東
洋
の
ベ
ニ
ス
〟で
運
河
巡
り

西遊記

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
舞
台
に

三
蔵
法
師
の
旅
へ
思
い
巡
ら
す

古文明

中
華
文
明
発
祥
の
地

長
城
に
新
た
な
リ
ゾ
ー
ト
も

神秘的な景色が人々を魅了
手つかずの自然残る大

自
然

お問い合わせ　中国駐東京観光代表処
cnta．t o k y o @ g m a i l．c o m

ＴＥＬ０３ー３５９１－８６８６　ＦＡＸ０３－３５９１－６８８６

五
つ
の
テ
ー
マ
で
中
国
大
陸
を
見
る

中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
提
案
特集第１弾

美味なる四川料理とともに
名将の足跡たどる旅三

国
志
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張
掖
七
彩
丹
霞

敦煌鳴砂山月牙泉

山塘街

司馬台長城から古北水鎮を望む

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

が
中
国
南
東
部
で
勧
め
る
の

は
「
癒
や
し
の
旅
」
だ
。

　
沿
海
の
江
蘇
省
を
中
心

に
、
大
中
小
の
運
河
が
縦
横

無
尽
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
小
舟
で
の
運
河
巡
り
や

水
辺
の
散
策
な
ど
、
観
光
客

は
癒
や
し
の
ひ
と
時
を
過
ご

せ
る
。

　
こ
こ
で
は
江
蘇
省
屈
指
の

観
光
都
市
、
蘇
州
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
よ
う
。

　
蘇
州
は
上
海
か
ら
西
へ
お

よ
そ

㌔
に
あ
る
江
蘇
省
第

一
の
都
市
で
人
口
お
よ
そ
１

千
万
人
。
中
国
で
川
と
橋
が

最
も
多
い
都
市
と
さ
れ
、
古

く
か
ら
「
東
の
水
の
都
」

「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
呼
ば

れ
て
き
た
。

　
市
内
を
流
れ
る
中
国
大
運

河
と
九
つ
の
古
典
庭
園
「
蘇

州
古
典
園
林
」
が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　
●
蘇
州
古
城
河

　
蘇
州
の
中
心
市
街
地
を
囲

む
運
河
。
春
秋
時
代
の
有
名

な
軍
事
家
・
伍
子
胥
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
。
全
長

・

３
㌔
で
、
中
国
で
最
も
古
い

運
河
の
一
つ
。

　
運
河
の
両
岸
に
は
長
い
歴

史
の
中
で
築
か
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
建
造
物
や
史
跡
が
あ

る
。

　
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
辺
り
は
一
段
と
美
し
い

景
色
に
。
夜
景
を
楽
し
み
な

が
ら
水
辺
の
カ
フ
ェ
で
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
の
が
こ
こ
で
の

お
勧
め
の
過
ご
し
方
だ
。

　
運
河
と
古
い
街
並
み
、
古

い
橋
を
同
時
に
眺
め
る
「
山

塘
街
」
は
、
昼
も
夜
も
絶
景

で
、
外
せ
な
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
。

　
中
国
の
中
原
地
区
と
呼
ば

れ
る
北
京
、
河
北
な
ど
七
つ

の
省
と
都
市
を
中
心
に
、
中

国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は

「
古
文
明
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
旅
を
提
案
す
る
。

　
中
原
と
は
黄
河
の
中
流
と

下
流
地
域
の
平
原
で
、
中
華

文
明
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

る
。
中
国
の
古
代
文
明
遺
跡

や
文
物
が
集
中
す
る
場
所

で
、
故
宮
、
万
里
の
長
城
な

ど
、

も
の
世
界
遺
産
が
あ

る
。
洛
陽
、
開
封
、
安
陽
、

大
同
な
ど
古
都
が
集
中
し
、

現
代
中
国
の
起
源
を
こ
こ
で

見
い
だ
せ
る
。

　
●
古
北
水
鎮

　
近
年
、
北
京
近
郊
で
新
た

な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
行
わ

れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

万
里
の
長
城
の
中
で
観
光
地

化
さ
れ
て
い
る
場
所
の
一

つ
、
「
司
馬
台
長
城
」
の
麓

に
あ
る
「
古
北
水
鎮
」
だ
。

　
東
京
ド
ー
ム

個
分
と
い

う
広
大
な
敷
地
内
に
、
明
清

時
代
の
伝
統
的
中
国
建
築
の

街
並
み
が
再
現
さ
れ
て
い

る
。
酒
蔵
や
染
物
工
房
な
ど

中
国
の
伝
統
的
な
産
業
を
紹

介
す
る
建
物
や
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
工
芸
品
を
販
売
す
る
み

や
げ
店
、
民
家
を
模
し
た
民

宿
が
水
辺
に
軒
を
連
ね
る
。

　
司
馬
台
長
城
の
山
上
ま
で

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
７
分
。
黄

昏
時
は
古
鎮
全
体
に
ラ
イ
ト

が
灯
り
、
ム
ー
ド
満
点
の
景

色
を
鑑
賞
で
き
る
。

　
少
し
足
を
延
ば
し
て
河
北

省
承
徳
の
世
界
遺
産
、
中
国

最
大
の
皇
室
庭
園
「
避
暑
山

荘
」
と
、
小
ポ
タ
ラ
宮
と
称
さ
れ
る
「
外
八
廟
」
も
訪
れ

た
い
。

　
中
国
吉
林
省
の
観
光
説
明

会
と
日
中
両
国
参
加
者
に
よ

る
座
談
会
が
４
月

日
、
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京

都
港
区
）
で
行
わ
れ
た
。
中

国
駐
東
京
観
光
代
表
処
が
主

催
。
日
本
の
主
要
旅
行
会
社

を
招
き
、
同
省
の
観
光
資
源

・
商
品
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
両
国
の
相
互
交
流
促
進

に
向
け
て
意
見
交
換
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
中
国
側
か

ら
吉
林
省
の
観
光
代
表
団


人
と
日
本
側
か
ら
首
都
圏
の

主
要
旅
行
会
社

人
の
計


人
。

　
吉
林
省
の
宣
伝
映
像
の
放

映
、
参
加
者
紹
介
に
続
き
、

吉
林
省
旅
游
発
展
委
員
会
の

陳
守
君
副
主
任
が
同
省
の
観

光
の
現
状
を
説
明
。
中
国
駐

東
京
観
光
代
表
処
の
王
偉
首

席
代
表
が
近
年
の
中
国
か
ら

の
訪
日
状
況
を
説
明
し
た
。

　
双
方
が
参
加
し
た
座
談
会

で
は
、
中
国
と
日
本
の
双
方

向
観
光
交
流
拡
大
に
向
け

て
、
新
た
な
市
場
開
発
、
商

品
開
発
を
行
う
上
で
の
問
題

点
と
、
そ
の
解
決
策
が
語
ら

れ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

は
、
吉
林
省
な
ど
中
国
・
東

北
地
方
で
の「
大
自
然
の
旅
」

を
提
案
す
る
。
山
、
川
、
草

原
、
雪
原
、
森
林
と
、
手
つ

か
ず
の
自
然
が
残
る
同
地
で

の
滞
在
は
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
解
消
と
な
る
に
違
い
な

い
。

　
●
長
白
山

　
中
国
（
吉
林
省
）
と
北
朝

鮮
の
国
境
に
位
置
す
る
標
高

２
７
４
４
㍍
の
山
。

　
山
全
体
が
自
然
保
護
区
に

な
っ
て
お
り
、
春
と
夏
に
は

高
山
植
物
の
花
が
咲
き
乱
れ

る
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
最
適

で
、
良
質
の
温
泉
も
湧
出
し

て
い
る
。

　
頂
上
に
は
火
山
の
噴
火
で

で
き
た
カ
ル
デ
ラ
湖
の
天
池

が
あ
る
。
周
囲

㌔
で
、
水

深
は
深
い
と
こ
ろ
で
４
０
０

㍍
。
稜
線
に
囲
ま
れ
た
湖
の

風
景
が
神
秘
的
で
、
訪
れ
た

人
々
を
魅
了
す
る
。

　
東
北
地
方
随
一
の
滝
と
い

う
長
白
瀑
布
も
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
だ
。

　
甘
粛
省
観
光
説
明
会
が
４

月

日
、
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東

京
（
東
京
都
文
京
区
）
で
開

か
れ
た
。
甘
粛
省
最
大
の
旅

行
関
連
企
業
、
甘
粛
省
公
路

航
空
旅
遊
投
資
集
団
有
限
責

任
公
司
の
石
培
荣
薫
事
長
ら

代
表
団
が
来
日
。
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
あ

る
主
な
観
光
資
源
や
、
近
年

整
備
さ
れ
て
い
る
高
速
交
通

網
な
ど
同
省
の
最
新
の
観
光

事
情
を
日
本
の
旅
行
会
社
、

航
空
会
社
、
メ
デ
ィ
ア
に
説

明
し
た
。

　
甘
粛
省
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
河
西
回
廊

が
省
内
を
貫
き
、
敦
煌
莫
高

窟
、嘉
峪
関
、麦
積
山
石
窟
、

炳
霊
寺
石
窟
、
玉
門
関
、
懸

泉
置
遺
跡
な
ど
、
見
る
べ
き

観
光
地
が
多
い
。

　
張
掖
丹
霞
地
形
、
黄
河
三

峡
な
ど
、
長
い
年
月
を
か
け

て
つ
く
ら
れ
た
特
異
な
地

形
、
美
し
い
自
然
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。

　
省
内
は
高
速
道
路
と
高
速

鉄
道
が
開
通
す
る
な
ど
観
光

イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。

　
道
路
上
に
は
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
が
整
備
さ
れ
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
で
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
旅
す
る
な
ど
、
観
光
の

新
た
な
楽
し
み
方
も
で
き

る
。

　
　
　
　
　
◇

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

が
甘
粛
省
な
ど
中
国
北
西
部

で
提
案
す
る
の
は
「
西
遊
記

の
旅
」
だ
。

　
か
つ
て
の
都
、
長
安
（
西

安
）
と
西
域
を
つ
な
ぐ
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
は
物
流
の
大
動
脈

と
し
て
、
東
西
の
幾
多
の
人

々
が
往
来
し
た
。
２
０
１
４

年
は
そ
の
一
部
が
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
・
長
安
―
天
山
回
廊

の
交
易
路
網
」
と
し
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
。
現
在
、

国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
で

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
西
遊
記
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
舞
台
に
、
唐
の
高
僧
玄
奘

三
蔵
（
三
蔵
法
師
）
が
遠
く

天
竺
（
イ
ン
ド
）
へ
経
典
を

求
め
て
旅
を
す
る
物
語
。
中

国
四
大
奇
書
の
一
つ
と
さ

れ
、
日
本
で
も
古
く
か
ら
映

像
化
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気

だ
。
延
々
と
続
く
砂
漠
、
道

中
に
登
場
す
る
神
仏
や
妖

怪
、
魔
物
…
。
幼
少
期
に
本

や
映
像
を
見
て
、
胸
を
躍
ら

せ
た
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ

う
。

　
●
敦
煌
莫
高
窟

　
大
小
４
９
４
の
洞
窟
に
、

４
世
紀
か
ら

世
紀
に
か
け

て
の
貴
重
な
仏
像
や
壁
画
が

数
多
く
安
置
、
保
存
さ
れ
て

い
る
。
１
９
８
７
年
、
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

最
も
有
名
な
第

窟
は
、
莫

高
窟
で
最
大
の
高
さ

・
５

㍍
の
仏
像
を
安
置
。
世
界
で

も
３
番
目
の
大
き
さ
と
い

う
。

　
第

窟
で
は
４
世
紀
か
ら

の
文
物
約
５
万
点
が
発
見
さ

れ
、

世
紀
の
大
発
見
と
世

界
を
震
撼
さ
せ
た
。

　
●
敦
煌
鳴
砂
山

　
東
西

㌔
、
南
北

㌔
に

及
ぶ
砂
山
の
鳴
砂
山
。
こ
こ

で
は
砂
漠
の
中
を
ラ
ク
ダ
で

散
策
し
た
り
、
砂
山
を
そ
り

で
滑
降
す
る
な
ど
砂
遊
び
が

楽
し
め
る
。

　
砂
漠
の
中
に
は
３
千
年
以

上
も
枯
れ
ず
に
水
を
た
た
え

る
三
日
月
型
の
池
、
月
牙
泉

が
あ
る
。

長白山天池

第２回四川フェスの模様

成都武候祠

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

は
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅

力
を「
癒
や
し
」「
大
自
然
」

な
ど
五
つ
の
テ
ー
マ
で
日
本

の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

ほ
か
、
日
中
両
国
の
友
好
と

交
流
を
深
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
う
。
こ
の
４
月
に

日
本
で
行
っ
た
主
な
事
業

と
、
五
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
観
光
の
魅
力
の
一
端
を
紹

介
す
る
。

　
４
月
７
、
８
日
、
東
京
の

新
宿
中
央
公
園
で
第
２
回

「
四
川
フ
ェ
ス
」
が
開
か
れ

た
。
同
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

な
ど
の
主
催
、
中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処
な
ど
の
特
別
協

賛
で
、
中
国
四
大
料
理
の
一

つ
、
四
川
料
理
を
来
場
者
に

味
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
四
川
料
理
は
中
国
西
南
部

の
四
川
省
と
、
隣
接
す
る
重

慶
市
一
帯
に
伝
わ
る
料
理
。

麻
婆
豆
腐
、
担
担
麺
、
麻
辣

火
鍋
が
有
名
で
、
唐
辛
子
と

山
椒
の
味
付
け
に
よ
る
、
激

辛
だ
が
ク
セ
に
な
る
味
が
日

本
人
の
口
に
も
合
う
。

　
会
場
に
は
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
地
元
四
川
か
ら
も
腕

利
き
の
シ
ェ
フ
が
参
集
。


の
名
店
が
屋
台
形
式
で
自
慢

の
料
理
を
振
る
舞
っ
た
。

　
日
本
に
四
川
料
理
を
広

め
、
「
四
川
料
理
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
陳
建
民
氏
が
創
業

し
た
「
赤
坂
四
川
飯
店
」
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
情
報
番
組
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
す
る
井
桁
良

樹
氏
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の

「
中
国
菜
　
老
四
川
　
飄
香

　
麻
布
十
番
本
店
」
な
ど
、

人
気
、
実
力
と
も
に
日
本
の

中
国
料
理
シ
ー
ン
を
け
ん
引

す
る
名
店
が
そ
ろ
っ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
踊
り
な
が

ら
瞬
時
に
面
を
変
え
る
四
川

の
伝
統
芸
能
「
変
面
」
の
上

演
や
、
二
胡
の
演
奏
、
Ａ
Ｎ

Ａ
で
行
く
四
川
省
往
復
チ
ケ

ッ
ト
の
抽
選
会
も
行
わ
れ

た
。

　
昨
年
の
第
１
回
は
１
日
で

２
万
人
を
集
客
。
今
年
は
日

程
と
規
模
を
拡
大
し
、
２
日

間
で
５
万
人
が
来
場
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

は
、
四
川
省
、
重
慶
市
を
中

心
と
す
る
中
国
南
西
部
で
の

「
三
国
志
の
旅
」
を
提
案
し

て
い
る
。

　
魏
、
呉
、
蜀
と
い
う
三
つ

の
国
が
覇
権
を
争
っ
た
三
国

時
代
の
物
語「
三
国
志
」は
、

日
本
で
も
高
い
人
気
を
誇

る
。

　
「
赤
壁
の
戦
い
」
で
知
ら

れ
る
赤
壁
古
戦
場
や
、
劉
備

と
諸
葛
亮
を
ま
つ
る
成
都
武

候
祠
、
「
三
顧
の
礼
」
の
舞

台
、襄
陽
古
隆
中
…
。劉
備
、

関
羽
、張
飛
、趙
雲
、曹
操
、

諸
葛
亮
、
司
馬
昭
な
ど
、
名

将
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
を
楽

し
み
た
い
。

　
●
成
都
武
候
祠

　
蜀
国
を
建
国
し
た
皇
帝
・

劉
備
や
軍
師
・
諸
葛
亮
を
ま

つ
る
祠
。
中
国
で
最
も
大
き

な
三
国
遺
跡
博
物
館
、
三
国

志
の
聖
地
と
い
わ
れ
る
。

　
劉
備
ら
の
像
や
、
関
連
資

料
を
展
示
す
る
。

　
●
白
帝
城

　
重
慶
か
ら
４
５
０
㌔
下
っ

た
奉
節
県
に
あ
る
三
峡
下
り

の
名
所
の
一
つ
。
劉
備
が
後

事
を
諸
葛
亮
に
託
し
て
亡
く

な
っ
た
と
い
う
古
城
。
唐
の

時
代
の
詩
人
・
李
白
が
こ
の

地
を
う
た
っ
た
詩
碑
も
残

る
。


